


☆部品交換中は、必ず原動機を停止

・部品交換する時は、必ず原動機を停止して行なって
下さい。回転部に巻き込まれたりすると危険です。

・部品交換は、足場の良い平坦地で行なって下さい。

☆管内の圧力を抜く
・特にデリバリホース側を分解する時には管内の圧力
を抜いて下さい。
圧力が掛っていると管内の掘削水が噴き出し思わぬ
事故となる恐れがあります。

☆ボルト類の締め直しを確実に

・部品交換のため取り外したボルト類は、確実に締め
直して下さい。
ボルトが緩むと機械の破損，ズレ等により事故につ
ながります。

・部品交換には、適正な工具を使用して下さい。
作業中のケガや交換不良による事故の危険性があり
ます。

☆電源を必ず切る（電動機の場合）

・部品交換をする時は、動力操作盤の電源を必ず切って
から行なって下さい。
感電事故の原因となります。

部品交換に関する注意事項



☆スタフィングボックスＶパッキンの交換・・・Ｐ５
（Ｖ５－ＰＡ）

☆ピストンロッド・ピストンの交換・・・・・・Ｐ１

☆スタフィングボックスＶパッキンの交換・・・Ｐ４
（Ｖ５－Ｐ）



☆ピストンライナの交換・・・・・・・・・・・Ｐ６

☆バルブシートの交換・・・・・・・・・・・・Ｐ８

☆クロスヘッドライナの交換・・・・・・・・Ｐ１０



※泥水・異物等がバルブボックスの内外に残らないよう、清水にて洗浄して下さい。

１．ボックスカバーを止めているキャップナット
Ｍ12（二面幅19）4ケを緩めボックスカバー
を取り外します。

２．ポンプクラッチを「入」にして、ポンププー
リを手で回しギヤケースの側面部作業口より
クロスヘッドとピストンロッドを固定してい
る六角ナットＭ16（二面幅24）が見える位
置まで移動させ、六角ナットをスパナにて左
回転させ緩めます。

３．ピストンロッドの二面幅（13）にスパナを掛
けピストンロッドを左回転させながらクロス
ヘッドと分離します。

４．バルブボックスとギヤケースを接続している
六角ボルトＭ12×60（二面幅19）4本を取
り外しバルブボックスとギヤケースを分離し
ます。

５．ピストンロッドに取り付けてある六角ナット
Ｍ16（二面幅24）とバッフルを取り外しピ
ストンロッド端面をプラスチックハンマーで
叩き反対側にピッストンロッドとピストンを
抜きます。

１

☆ピストンロッド・ピストンの交換

ボックス
カバー



９．新しいピストンロッドとピストンに薄くグリー
スを塗り洗浄したバルブボックスに挿入します。
スタフィングボックスは、Ｏリングに損傷が無
いか確認してからピストンロッドに差し込みな
がらバルブボックスに組み込んで下さい。
※挿入の時ピストンリップが反り返らないよう
注意して下さい。

※ピストンライナに薄くグリースを塗って下さ
い。

※Ｏリングが損傷していた場合は交換して下さ
い。

１０．スタフィングナットより出て来たピストン
ロッドにバッフル，六角ナットを順に取付け
て下さい。

２

８．バルブボックスに組み込んであるスタフィング
ボックスを取り外しバルブボックス内を洗浄し
ます。

７．新しいピストンロッドとピストンを組み付け、
六角ナットＭ16（二面幅24）で締め込みま
す。

６．引き抜かれたピストンロッドとピストンを、
ピストンロッド二面幅（13）にスパナを掛け
六角ナットＭ16（二面幅24)を緩めピストン
ロッドからピストンを外します。

ピストン
ロッド

ピストン

Ｏリング
（Ｐ６５）

スタフィング
ボックス・ナット

六角ナット
（Ｍ１６）

バッフル



１２．ポンププーリを回転させクロスヘッドをバル
ブボックス側へ移動させ、ピストンロッド二
面幅（13 ）にスパナを掛けクロスヘッドに
ねじ込みます。

１３．バルブボックスのボックスカバー取付側より
見て、ポンププーリを回しながらピストンが
ピストンライナの端面より約7～8mm程度の
所まで移動するように、ピストンロッドの位
置を調整し六角ナットＭ16（二面幅24）で
固定して下さい。

１４．バルブボックスのボックスカバー取付面に取
付けるＯリング（P85）の損傷等を確認した
後、Ｏリングにグリースを薄く塗りボックス
カバーを取り付けキャップナットＭ12（二面
幅19）4ケで締め付けて組立完了です。
※Ｏリングが損傷していた場合は交換して下
さい。

３

１５．試運転を行って下さい。
※水漏れ、異音、動作の確認を行って下さい。
※ピストンロッドより水漏れのある場合は、
スタフィングナットを任意で締め込み調整
して下さい。調整目安として、ピン差込み
用穴１つ分（６０°）ずつ、漏れの有無を
確認しながら回し締めてください。

※水漏れが解消しない場合は、スタフィング
ボックスＶパッキンの交換を参考にして下
さい。

１１．バルブボックスとギヤケースを接続し六角ボ
ルトＭ12×60（二面幅19）4本を締め込み
ます。

Ｏリング
（Ｐ８５）

約７～８mm

注意 スタフィングナットの締め過ぎに注意して下
さい。締め過ぎますとポンプの動作に過剰な
抵抗がかかり、ピストンロッドの過剰摩耗や、
他の場所の損傷につながります。

スタフィングナット



※泥水・異物等がバルブボックスの内外に残らないよう、清水にて洗浄し
て下さい。

１．ピストンロッド・ピストンの交換手順の１～５
を行います。

２．バルブボックス側に嵌め込まれているスタ
フィングボックスを反対側より金属柱をあて
プラスチックハンマーで打ち抜いて下さい。

３．スタフィングボックスからスタフィングナッ
トを取り外し、挿入されているパッキングラ
ンドと、中に組み込まれているＶパッキン・
アダプタを抜き取ります。

５．バルブボックスを洗浄してから、ピストン
ロッド・ピストンの交換手順の9～１５に
従ってポンプを組立、試運転を行って下さい。

４．スタフィングボックスとスタフィングナット
及びパッキングランドを洗浄した後、グリー
スを塗ったパッキンアダプタ（オス），Ｖ
パッキン（７枚）パッキンアダプタ（メス）
の順にスタフィングボックス内に組み込みま
す。次にパッキングランドを取り付け、スタ
フィングナットで軽く締めておきます。
※Ｖパッキンの組み込み方向に注意して下さ
い。

４

☆スタフィングボックスＶパッキンの交換（Ｖ５－Ｐ）

アダプタ（オス）

Ｖパッキン（７枚）

アダプタ（メス）

グランド

スタフィング
ボックス・ナット

スタフィング
ボックス・ナット

スタフィング
ボックス

スタフィング
ナット

注意 スタフィングナットの締め過ぎに注意して下
さい。締め過ぎますとポンプの動作に過剰な
抵抗がかかり、ピストンロッドの過剰摩耗や、
他の場所の損傷につながります。



※泥水・異物等がバルブボックスの内外に残らないよう、清水にて洗浄し
て下さい。

１．ピストンロッド・ピストンの交換手順の１～５
を行います。

２．バルブボックス側に嵌め込まれているスタ
フィングボックスを反対側より金属柱をあて
プラスチックハンマーで打ち抜いて下さい。

３．スタフィングボックスからスタフィングナッ
トを取り外し、挿入されているパッキングラ
ンドと、中に組み込まれているＶパッキン・
アダプタ、ランタンリングを抜き取ります。

４．スタフィングボックスとスタフィングナット
及びパッキングランドを洗浄した後、グリー
スを塗ったパッキンアダプタ（オス／真鍮
製），Ｖパッキン（６枚），ランタンリング、
Ｖパッキン（２枚），パッキンアダプタ（オ
ス／ゴム製）の順にスタフィングボックス内
に組み込みます。
次にパッキングランドを取り付け、スタフィ
ングナットで軽く締めておきます。

※Ｖパッキンの組み込み方向に注意して下さい。

５

☆スタフィングボックスＶパッキンの交換（Ｖ５－ＰＡ）

アダプタ
（オス/真鍮製）

Ｖパッキン
（６枚・２枚）

アダプタ
（オス/ゴム製）

グランド

スタフィング
ボックス・ナット

スタフィング
ボックス・ナット

スタフィング
ボックス

スタフィング
ナットランタンリング

Ｖパッキン
（６枚・２枚）

アダプタ
（オス/真鍮製）

アダプタ
（オス/ゴム製）

ランタンリング

スタフィング
ボックス

グランド

スタフィング
ナット



５．バルブボックスを洗浄してから、ピストン
ロッド・ピストンの交換手順の9～１５に
従ってポンプを組立、試運転を行って下さい。

６

注意 スタフィングナットの締め過ぎに注意して下
さい。締め過ぎますとポンプの動作に過剰な
抵抗がかかり、ピストンロッドの過剰摩耗や、
他の場所の損傷につながります。



７

※泥水・異物等がバルブボックスの内外に残らないよう、清水にて洗浄して下さい。

１．ピストンロッド・ピストンの交換手順の１～５
及び、8を行いスタフィングボックスまで取り
外します。

２．バルブボックスの側面に締め込まれている六
角ボルトＭ10×30（先端円錐加工有）を六
角ナットＭ10を緩めてから外して下さい。

３．バルブボックスを安定した台に置きギヤケー
ス接続側から外径φ74の金属柱をピストンラ
イナ端面にあてハンマーで打ち抜いて下さい。
金属柱が20mm程度打ち込まれるとピストン
ライナは外れます。

４．バルブボックスを洗浄し組み込みの準備をし
ます。
※バルブボックス内ピストンライナ取付部に
薄くグリースを塗って下さい。

☆ピストンライナの交換

六角ボルト
（Ｍ１０×３０）

先端円錐加工



５．バルブボックスのボックスカバー側を上にして
安定した台に置きます。新しいピストンライナ
に薄くグリースを塗ったＯリングＧ75（2ケ）
を取り付けて外径の小さな方（φ82）よりバル
ブボックスに挿入し、外径φ84の金属柱をあて
ハンマーにて打ち込んで下さい。
※組立完了位置は、バルブボックス端面からピ
ストンライナ端面までが42mmです。

６．六角ボルトＭ10×30（先端円錐加工有）を締
め込み六角ナットＭ10でロックして下さい。
※六角ボルトは、締め過ぎないよう注意して
下さい。ピストンライナが変形します。

７．ピストンライナ交換完了です。
ピストンロッド・ピストンの交換手順の9～
１３に従ってポンプを組立、試運転を行なっ
て下さい。

８

Ｏリング（Ｇ７５）

ピストンライナ

六角ボルト
（Ｍ１０×３０）

先端円錐加工

こちら側より挿入

約４２mm



※泥水・異物等がバルブボックスの内外に残らないよう、清水にて洗浄し
て下さい。

１．バルブカバーを止めているキャップナットＭ12
（二面幅19）を各々2ケずつ緩め、バルブカバー

4か所を外して下さい。

９

２．スチールボールを取り除いて下さい。

３．バルブシート抜きのボルトをバルブシートの
内径に15mm程度ねじ込んで下さい。

４．バルブシート抜きワッシャと平ワッシャ（φ30）
をボルトに入れ、その上から六角ナットＭ30（二
面幅46）を締め込んで下さい。ボルトの二面幅
（22）をスパナで受け、六角ナットを締め込み続
けますと、バルブシートがバルブボックスより外
れます。同じ作業を他の3か所でも行って下さい。
※バルブシートは、出来るだけ4か所同時期に交
換されることをお勧めします。

☆バルブシートの交換

ボルト
（二面幅２２）

ワッシャ バルブシート

バルブカバー

スチールボール

バルブシート

六角ナット（Ｍ３０）



１０

６．バルブボックスを万力等に固定します。金属ハ
ンマーを2丁用意し、新しいバルブシートをバ
ルブボックスに入れ、古くなったスチールボー
ル又は、外径φ40～45程度の金属柱をバルブ
シート上に置きます。金属ハンマーをその上に
あてもう一丁の金属ハンマーにて打ち込みます。
2回程度打込むことでバルブシートを固定する
ことが出来ます。同じ作業を他の3か所でも
行なって下さい。

７．固定されたバルブシート上にスチールボールを
置きバルブカバーに取り付けられたＯリング
（P50A）の損傷を確認した後、Ｏリングに薄
くグリースを塗り、バルブカバーを取り付けて
下さい。キャップナットＭ12（二面幅19）を
各々2か所締め込んで組立完了です。同じ作業
を他の３か所でも行って下さい。
※Ｏリングが損傷していた場合は交換して下さ
い。

５．バルブシートを抜き終えたらバルブボックス
を洗浄し新しいバルブシートを用意します。

Ｏリング
（Ｐ５０Ａ）

バルブシート

バルブカバー



１１

※泥水・異物等がポンプに付着していないように洗浄して下さい。

１．ピストンロッド・ピストンの交換手順の1～４を
参考にして、クランクケースとバルブボックスを
分離して下さい。

☆クロスヘッドライナの交換

２．ケースカバーを取り付けている六角ボルトＭ８
×２５（二面幅１３）１３本を緩めケースカバー
を取り外して下さい。
※ギヤケース内のギヤオイルを四頭プラグを緩
めて抜いて下さい。（GL-4-90，1.3Ｌ）

３．ポンププーリを止めている六角ボルトＭ１０×
２５（二面幅１７）１本、又は、ベアリングナッ
ト，ベアリングワッシャを取り外しポンププーリ
を取り外して下さい。キー及びカラーも取り外し
て下さい。
※試錐機搭載形式によりポンププーリの取付方
法が異なりますので注意して下さい。

４．ギヤケース中央のベアリングカバーを固定して
いる六角ボルトＭ１０×３０（二面幅１７）各４
本を緩めてベアリングカバーを取り外して下さい。
※ベアリングカバーが外れない場合は、ベアリ
ングカバーに加工してあるＭ１０のタップに、
取り外した六角ボルトをねじ込で下さい。

５．ギヤケース内にメインギヤ，メインシャフト，
コンロッド，クロスヘッド等が組みつけられた状
態で入っていますので、手前に引き抜いて下さい。

四頭プラグ

ベアリング
ナット

ベアリングカバー

メインギヤ

メインシャフト

Ｍ１０タップ



１２

１０．クロスヘッドライナ打ち込み冶具、又は、同
等の丸棒にて摩耗したクロスヘッドライナをギヤ
ケース内側より打ち抜いて下さい。
※クロスヘッドライナ内径φ７０，外径φ８７

６．クラッチカバーを取り付けている六角ボルト
Ｍ８×２５（二面幅１３）４本を緩めクラッチカ
バー，クラッチレバー，シフター等が組み込まれ
た物を取り外して下さい。

７．ギヤケース上部のベアリングカバーを取付けてい
る六角ボルトＭ１０×３０（二面幅１７）各４本
を緩めカバーを取り外して下さい。
※ベアリングカバーが外れない場合は、ベアリ
ングカバーに加工してあるＭ１０のタップに、
取り外した六角ボルトをねじ込で下さい。

８．ギヤケース内に、ピニオンシャフト，ピニオン
ギヤ，クロークラッチ等が組み込まれた状態であ
りますので、取り外して下さい。
※試錐機搭載形式によりピニオンシャフトの形
状が異なりますので注意して下さい。

９．クロスヘッドライナを止めているライナ押しボ
ルトＭ１０×45（二面幅１７）のロックナット
を緩め、ライナ押しボルトを取り外して下さい。

クラッチカバー

ベアリングカバー

ピニオンシャフト

ライナ押しボルト

φ
６
９

φ
８
５

打ち込み冶具

３１０

２８０ ３０

六角ボルト
（Ｍ１０×４５）

先端円錐加工

Ｍ１０タップ



１３

１１．ギヤケースの汚れ等をきれいに洗浄し、交換
用のクロスヘッドライナ，ライナカバー，シート
パッキン，六角ボルトＭ５×１２（ＳＷ付）４本
を用意して下さい。

１２．ギヤケースに新しいクロスヘッドライナを入
れ打ち込み冶具で打ち込みます。
※クロスヘッドライナ端面とギヤケース端面が
同じ位置になるまで打ち込んで下さい。
打ち込み深さ：１５ｍｍ
打ち込む前にクロスヘッドライナ端面に液状
ガスケットを塗布して下さい。

１３．クロスヘッドライナを押さえるためにライナ
押しボルトをねじ込んで下さい。
クロスヘッドライナが固定したらロックナットで
ライナ押しボルトを固定して下さい。

１４．シートパッキン，ライナカバーの順にクロス
ヘッドライナの上に置き、六角ボルトＭ５×１２
（ＳＷ付）（二面幅８）４本で固定して下さい。

ライナ挿入 打ち込み冶具セット 打ち込み

打ち込み完了 打ち込み冶具引抜き

クロスヘッドライナ

シートパッキン

ライナカバー

ロックナット

六角ボルト Ｍ５×１２

六角ボルト
（Ｍ１０×４５）

先端円錐加工

１
５

打ち込み

液状ガスケット



１４

１８．きれいに洗浄したクラッチカバー，クラッチ
レバー，シフター等が組み込まれた物のクラッチ
カバー接合面に液状ガスケットを塗布し、六角ボ
ルトＭ８×２５（二面幅８）４本で取り付けて下
さい。

１５．きれいに洗浄したピニオンシャフト，ピニオ
ンギヤ，クロークラッチ等をギヤケース内に入れ、
両端にベアリングカバーを取付け、六角ボルト
Ｍ１０×３０（二面幅１７）各４本で取付て下さ
い。
※ベアリングカバー及びシートパッキンに液状
ガスケットを塗布してから組み込んで下さい。
液状ガスケット：＃１１９４（ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ）

１６．きれいに洗浄したメインギヤ，メインシャフ
ト，コンロッド，クロスヘッド等が組み込まれた
物のクロスヘッドを、ギヤケースに組み込まれた
クロスヘッドライナ内に挿入しながら入れ込み、
メインシャフトの両端にベアリングカバーを取り
付け、六角ボルトＭ１０×３０（二面幅１７）各
４本で取り付けて下さい。
※クロスヘッドとＵパッキンに薄くグリースを
塗布してから組み込んで下さい。
ベアリングカバー及びシートパッキンに液状
ガスケットを塗布してから組み込んで下さい。
シートパッキンが破損していた場合、新しい
ものと交換して下さい。
液状ガスケット：＃１１９４（ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ）

１７．ケースカバー，シートパッキン等を洗浄し、
ケースカバーに四頭プラグをねじ込み、液状ガス
ケットをシートパッキンの両面及びケースカバー
接合面に塗布し、六角ボルトＭ８×２５（二面幅
１３）１３本にて取り付けて下さい。
※シートパッキンが破損していた場合、新しい
ものと交換して下さい。
液状ガスケット：＃１１９４（ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ）

液状ガスケット

シートパッキン ケースカバー

ピニオンシャフト

クラッチカバー

メインギヤメインシャフト

シートパッキン

シートパッキン

シートパッキン

クロスヘッドＵパッキン



１９．ピニオンシャフトにカラー，キーを嵌め込み
ポンププーリを挿入し、六角ボルトＭ１０×２５
（二面幅１７）１本で取り付けて下さい。
※試錐機搭載形式によりポンププーリの取付方
法が異なりますので注意して下さい。

１５

ベアリング
ナット

２０．ピストンロッド・ピストンの交換手順の11～
１４を参考にして、クランクケースとバルブ
ボックスを接合して下さい。

※ケースカバーに四頭プラグをねじ込みギヤケー
ス内にギヤオイルを入れてから試運転を行って
下さい。

※ギヤオイル：ＧＬ－４－９０，１．３Ｌ



静岡工場 〒426-0002 静岡県藤枝市横内800-30 （054）644-2100 

東京支店 〒336-0038 埼玉県さいたま市南区関1-13-5 （048）789-6317 

東北支店 〒983-0034 宮城県仙台市宮城野区扇町1-7-1 （022）236-5101 

北陸支店 〒933-0331 富山県高岡市中保1204 （0766）31-2620 

広島支店 〒733-0821 広島県広島市西区庚午北4-9-40 （082）271-2858

大阪支店 〒574-0076 大阪府大東市曙町6-41 （072）874-6654

http://www.kk-fuso.co.jp
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